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いなみアクアプラザ 料金引き上げ・・・・・・・・・・・　2・15P
政務活動費の収支報告  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　6P

上下水道経営戦略を改定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15P
12人が一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7Pまちづくりをどうする

おいしいスイカをおいしいスイカを
ありがとう！ありがとう！

（天満東幼稚園「七夕会」）（天満東幼稚園「七夕会」）
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利用料金が改定される館内ジム

健
康
づ
く
り
施
設

９
年
４
月
か
ら

利
用
料
金
引
き
上
げ

利
用
料
金
引
き
上
げ  

可
決
可
決
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６
月
定
例
会
は
、
９
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
条
例
の
改
正
、
８
年
度
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
、
専
決
処
分
、
人
事

案
件
な
ど
16
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
、
延
べ
９
人
で
し
た
。

○
稲
美
町
立
健
康
づ
く

り
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

指
定
管
理
者
に
運
営
を

委
託
し
て
い
る
健
康
づ
く

り
施
設
「
い
な
み
ア
ク
ア

プ
ラ
ザ
」
は
、
昨
今
の
急

激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
光

熱
水
費
の
高
騰
や
人
件
費

の
上
昇
、
会
員
数
が
コ
ロ

ナ
禍
前
の
最
多
数
ま
で
回

復
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
赤
字
経
営
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

９
年
４
月
か
ら
の
運
営

を
委
託
す
る
次
期
指
定
管

理
者
の
募
集
に
際
し
、
施

設
運
営
の
継
続
と
安
定
化

を
図
る
た
め
、
９
年
４
月

１
日
か
ら
の
利
用
料
金
の

上
限
額
の
引
き
上
げ
を
可

決
し
ま
し
た
。

（
関
連
内
容
は
15
ペ
ー
ジ
）

主
な
質
疑

　

会
員
数
を
増
や
す
た

め
の
取
り
組
み
は
。

　

指
定
管
理
者
が
無
料

体
験
等
を
実
施
し
、
毎
月
、

会
員
数
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　

今
後
も
、
改
善
策
の
協

議
・
検
討
を
続
け
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

○
稲
美
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
書
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
が
８
年

３
月
31
日
に
公
布
、
同
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
早
急
な

改
正
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
専
決
処
分
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
概
要
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
設
定
に
伴
う
も
の
と
、

賦
課
限
度
額
及
び
軽
減
判

定
所
得
の
変
更
で
す
。

改
正
さ
れ
た
条
例

区　分 現　行 令和 9 年 4 月 1 日以降

１　

回

当
た
り

プール 700 円 900 円

プール及びジム 900 円 1,100 円

月　

額

プール会員 4,700 円 6,000 円

フィットネス会員 6,000 円 7,300 円

スクール会員 5,500 円 6,800 円

健康づくり施設の利用料金（条例で定める上限額）

※条例で上限額を定め、制限範囲内で指定管理者が提案します。
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〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二　

　

全
員
協
議
会
で
は
改
定

に
全
員
一
致
だ
っ
た
。
議

会
運
営
委
員
会
で
も
全
員

一
致
で
議
案
を
確
認
し
委

員
長
名
で
提
出
し
て
い
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
７
、
反
対
６
）

　

藤ふ
じ

田た　

浩ひ
ろ

之ゆ
き

氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（再

任
）

住
所　

稲
美
町
草
谷

　

任
期
は
、
12
年
６
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　

同
意
＝

補正増額　1,577 万円　　総額　139 億 3,333 万円
地域計画推進事業費などを増額

令和８年度 一般会計補正予算（第 1 号）

〈第１号〉歳入の主な内容

〈第１号〉歳出の主な内容
○地域計画推進事業　　　890万円増額
　地域の中核となって農地を引き受ける担い手の経
営改善に必要な農業用機械等の導入を支援するため
の補助金です。

○中学校部活動地域展開推進事業補助金
1,036万円新設

　部活動の地域展開に対する県補助金です。

○地域農業構造転換支援事業補助金
890万円新設

　地域の中核となって農地を引き受ける担い手の経
営改善に必要な農業用機械等の導入を支援するため
の県補助金です。

＝　全会一致　可決　＝
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副
町
長
の
選
任

〈
反
対
〉　
木
村
　
圭
二
　

　

児
童
手
当
拡
充
な
ど
を

目
的
と
し
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
は
評
価
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
財
源
を
住

民
負
担
増
で
賄
う
も
の
だ
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄　

　

国
の
制
度
改
正
に
適
切

な
対
応
で
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
的
か
つ
持

続
可
能
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

＝
賛
成
多
数　

承
認
＝

（
賛
成
11
、
反
対
２
）

○
稲
美
町
議
会
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

議
員
の
調
査
研
究
、
そ

の
他
の
活
動
に
必
要
な
経

費
と
し
て
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
政
務
活
動
費
は
、

充
当
可
能
な
経
費
の
範
囲

を
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
を
迅
速
か
つ
的
確
に
町

政
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、

充
当
可
能
な
経
費
に
「
要

請
陳
情
活
動
費
」
を
追
加

し
ま
す
。

　

ま
た
、
弾
力
的
に
運
用

で
き
る
よ
う
、
充
当
可
能

な
各
経
費
の
費
用
内
容
に

「
等
」
を
追
加
し
ま
す
。

（
関
連
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
）

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守　

　

政
務
活
動
費
は
公
費
で

あ
り
、
支
出
基
準
は
、
曖あ

い

昧ま
い

で
は
な
く
明
確
で
あ
る

べ
き
だ
。
安
易
な
「
等
」

の
追
加
に
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄　

　

こ
の
発
議
は
、
全
議
員

で
議
論
を
重
ね
て
き
て
い

る
。
議
会
や
議
員
活
動
で

積
極
的
に
政
策
形
成
す
る

手
段
の
た
め
賛
成
だ
。

〈
反
対
〉　

山
田　

立
美　

　

町
職
員
と
議
員
の
旅
費

規
程
が
異
な
る
優
遇
的
運

用
は
住
民
目
線
か
ら
、
お

手
盛
り
の
そ
し
り
が
免
れ

な
い
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

池
田　

博
美　

　

幅
広
い
住
民
要
望
に
対

応
す
る
政
務
活
動
の
内
容

に
関
す
る
改
正
で
あ
り
、

適
切
な
改
正
で
あ
る
と
判

断
し
賛
成
す
る
。

　

松ま
つ

尾お　

直な
お

人と

氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。（新

任
）

住
所　

稲
美
町
岡

　

任
期
は
、
12
年
６
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

〈
反
対
〉　

木
村　

圭
二　

　

 

「
税
理
士
や
会
計
士
を

選
任
す
べ
き
」
と
言
い
続

け
て
き
た
。
今
回
は
元
公

務
員
で
も
な
い
、
民
間
人

を
選
任
し
て
い
る
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄　

　

長
年
に
わ
た
り
金
融
機

関
で
の
豊
富
な
経
験
で
専 

門
知
識
を
有
し
て
お
ら
れ 

る
。
ま
た
、
積
極
的
な
地 

域
貢
献
も
あ
り
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

同
意
＝

（
賛
成
12　

反
対
１
）

人

事

案

件

監
査
委
員
の
選
任
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元
町
議
会
議
員
と
元
議

会
事
務
局
長
で
構
成
す
る

稲と
う

友ゆ
う

会か
い

の
11
人
が
現
職
議

員
と
「
変
わ
ら
ぬ
い
な
み

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

農
業
の
担
い
手
不
足
と

将
来
像
、
農
地
集
約
化
と

法
人
化
、
基
盤
整
備
に
よ

る
省
力
化
な
ど
農
業
振
興

策
を
協
議
す
る
と
共
に
、

人
口
減
少
問
題
、
空
き
家

問
題
、
ヤ
ー
ド
問
題
、
幼

稚
園
の
見
直
し
な
ど
町
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
熱

心
に
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
く
権
能
強
化
と
住

民
目
線
の
政
策
実
現
が
課

題
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
の
議
員
活
動
に

参
考
と
な
る
有
意
義
な
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
月
20
日
・
稲
美
町
役

場
）

　

稲
美
中
学
校
の
普
通
教

室
棟
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
普

通
教
室
棟
の
外
壁
の
壁
面

補
修
と
塗
装
、
屋
上
の
防

水
シ
ー
ト
貼
で
す
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

　

稲
美
北
中
学
校
の
屋
内

運
動
場
と
柔
剣
道
場
の
空

調
設
備
設
置
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

両
施
設
の
外
部
に
、空
調

室
外
機
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど

の
設
備
を
新
設
し
ま
す
。

　

両
施
設
の
内
部
に
、
電

気
配
線
、
空
調
室
内
機
、

空
調
配
管
な
ど
の
設
備
を

新
設
し
ま
す
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

　

加
古
福
祉
会
館
の
本
館

と
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
空
調
設
備
と
照
明
器

具
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
、
外
部
で

は
空
調
室
外
機
の
取
替
、

内
部
で
は
、
空
調
室
内
機

の
取
替
と
照
明
器
具
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

　

稲
美
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
の
空
調
設
備
設
置
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

外
部
に
、
空
調
室
外
機
、

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
備
を

新
設
し
ま
す
。

　

内
部
に
、電
気
配
線
、空

調
室
内
機
、
空
調
配
管
な

ど
の
設
備
を
新
設
し
ま
す
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

稲
美
中
学
校 

普
通
教
室
棟
外
壁
改
修

等
工
事
　
　
　 

　
請
負
契
約
を
可
決

稲
美
北
中
学
校 

屋
内
運
動
場
等
空
調

設
備
設
置
工
事
　 

請
負
契
約
を
可
決

加
古
福
祉
会
館 

空
調
設
備
等
改
修
工

事
　
　
　
　
　 

　
請
負
契
約
を
可
決

稲
美
中
学
校 

屋
内
運
動
場
空
調
設
備

設
置
工
事
　
　
　 

請
負
契
約
を
可
決

入 札 方 法

契約の相手方
契 約 額
工 期

入 札 方 法

契約の相手方
契 約 額
工 期

入 札 方 法

契約の相手方
契 約 額
工 期

入 札 方 法

契約の相手方
契 約 額
工 期

郵便応募型条件付き
一般競争入札
㈱池内工務店
8,503 万円
8.6.25～8.11.30

郵便応募型条件付き
一般競争入札
テラマエ設備工業㈱
8,030 万円
8.6.25～9.3.10

郵便応募型条件付き
一般競争入札
㈱福田組
4,378 万円
8.6.25～9.3.31

郵便応募型条件付き
一般競争入札
中嶋工業㈱
7,694 万 5 千円
8.6.25～9.3.10

稲
美
の
ま
ち
づ
く
り
を

意
見
交
換

意
見
交
換
会

稲友会との意見交換会
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議案などの審議結果【6 月定例会】
賛否の分かれた議案

全員が賛成した議案

議　案　名 賛 

成
反 

対

議
決
結
果

議 

決 

日

池
田　

博
美

小
笠　

竜
広

関
灘　

真
澄

山
口　
　

守

山
田　

立
美

木
村　

圭
二

小
山　

裕
美

藤
田　

義
光

長
谷
川
和
重

大
山　

和
明

松
村　

芳
樹

河
田
公
利
助

大
路　
　

恒

樋
口　

瑞
佳

条 例 専決処分書（国民健康保険税条例の一部改正）11 2 承認 6/24 〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇－×〇
議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 7 6 可決 6/24 〇〇〇××〇×〇〇×〇－××

人事案件 監査委員の選任 12 1 同意 6/9 〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇－〇〇

〔表示例〕○………賛成　×………反対
※議長は採決に加わりませんので「－」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

議　案　名 議決日

条　例 ▶専決処分書（税条例の一部改正）　▶専決処分書（重度障害者・母子家庭等福祉医療費助成条例の一
部改正）　▶稲美町立健康づくり施設の設置及び管理に関する条例の一部改正　▶印鑑条例の一部改正 6/24

7 年度
予　算 ▶専決処分書（一般会計補正予算（第8号）） 6/9

8 年度
予　算 ▶一般会計補正予算（第1号）　▶介護保険特別会計補正予算（第1号） 6/24

契　約
▶稲美中学校普通教室棟外壁改修等工事請負契約の締結　▶稲美中学校屋内運動場空調設備設置工事請
負契約の締結　▶稲美北中学校屋内運動場等空調設備設置工事請負契約の締結　▶加古福祉会館空調設
備等改修工事請負契約の締結

6/24

人事案件 ▶専決処分書（固定資産評価員の選任）　▶副町長の選任 6/9

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
　町議会では、予算や条例をはじめ行政に対する
一般質問など、住みよいまちづくりをめざして審
議をしています。
　本会議、委員会ともに、開会の1時間前から傍聴
の受け付けを始めます。

★本会議の傍聴
１．受付場所は役場３階の議場前で、傍聴席は27席設

けています。（先着順）そのうち、３席はヘッドホ
ンを設置し、明瞭な音声を聴きとることができる
ようにしています。また、車椅子に乗ったままで
も傍聴席に着けるようリフトも設置しています。

２．傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、
傍聴人受付箱に投函してください。

※１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議
会の様子を生中継でご覧いただけます。また、一
般質問の録画放送を本会議終了後に行います。

★委員会の傍聴
１．受付場所は議会事務局で、傍聴席は 10 席設けて

います。（先着順）
２．傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、

傍聴人受付箱に投函してください。
※日程及び調査内容は、決まり次第稲美町のホーム

ページに掲載します。
　調査内容の変更がある場合もありますので、詳し

い日程は、議会事務局までお問い合わせください。

次回の定例会の日程（予定）

令和７年度 決算特別委員会の日程（予定）

と　　き 予定されている主な内容
8月25日（火）9:30～ 議案の提案理由の説明
9月 4日（金）9:30～ 一般質問
9月 7日（月）9:30～ 一般質問
9月 9日（水）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決
9月24日（木）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決
9月25日（金）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決

と　　き
9月11日（金）9:30～
9月14日（月）9:30～
9月15日（火）9:30～
9月17日（木）9:30～
9月18日（金）9:30～（予備日）

【問合先】
議会事務局　☎０７９－４９２－９１４７（直通）

　なお、要約筆記、手話通訳が必要な方は、１週間
前までにお問い合わせください。
　議会がどのように運営されているか、ぜひこの
機会に傍聴してみませんか。

66
月
定
例
会

月
定
例
会
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政
務
活
動
費

政
務
活
動
費

令和7年度 令和7年度 政務活動費の収支報告をお知らせします政務活動費の収支報告をお知らせします
★政務活動費とは？
　政務活動費は、町議会議員の調査研究のために必要な経費の一部として、会派または議員の申請に基づき１人
当たり月額10,000円（年額120,000円）を交付しています。令和７年度は、14人中13人が申請しました。
★収支報告は？
　会派の代表者または議員は、年度終了後30日以内に証拠書類（1円以上の領収書すべて）を添えて収支報告書
を議長に提出し、残額は返還することになっています。
　なお、より詳しい内容をお知りになりたい場合は、収支報告書閲覧請求書を提出していただきますと、開示決
定後に政務活動費収支報告書等を議会事務局にて閲覧していただけます。
　令和7年度の各会派及び議員の交付確定額、支出額、返還額は、下表のとおりです。

★どんなことに使っているの？
次のような基準に従って使っています。

経　費 内　　　　　容

調査研究費 会派または議員が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費
（調査委託費、交通費、宿泊費、視察料、資料印刷費）

研 修 費
会派または議員が行う研修会、講演会等の実施に要する経費並びに団体等が開催する研修会、講演会等へ
の参加に要する経費
（会場費・機材借り上げ費、講師謝金、資料印刷費、会費、交通費、宿泊費）

会 議 費
会派または議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費並びに団体等が開催する意見交換会等各種
会議への参加に要する経費
（会場費・機材借り上げ費、交通費、資料印刷費）

資料購入費 会派または議員が行う活動のために必要な図書、資料の購入、利用等に要する経費
（図書購入費、資料購入・借り上げ費）

議会映像をインターネットで配信しています議会映像をインターネットで配信しています
　議会開会時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマート
フォンなどで視聴できます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像
インターネット配信」をご覧ください。

令和７年度　政務活動費収支報告（令和７年４月～令和８年３月） （単位：円）

会派名または議員名 交付確定額 支出額合計 支出内訳 返還額 主な支出内容調査研究費 研修費 会議費 資料購入費
稲美新風会（４人）
所属議員：関灘　真澄
　　　　  藤田　義光
　　　　  松村　芳樹
　　　　  小笠　竜広

480,000 450,792 168,412 282,380 0 0 29,208

先進地調査（11 月）

研修会参加（5 月・2 月）

万葉クラブ（２人）
所属議員：池田　博美
　　　　  河田　公利助

240,000 248,863 105,355 143,508 0 0 0
先進地調査（11 月）

研修会参加（3 月）

志成会（２人） 　
所属議員：山田　立美
　　　　  樋口　瑞佳

240,000 215,400 181,640 33,760 0 0 24,600
先進地調査（11・3 月）

研修会参加（3 月）

　　大山　和明 120,000 44,360 44,360 0 0 0 75,640 先進地調査（11 月）

　　大路　　恒 0 （申請していない）

　　木村　圭二 120,000 110,547 102,242 0 0 8,305 9,453 先進地調査（5・11 月）

図書購入
　　小山　裕美 120,000 0 0 0 0 0 120,000
　　長谷川　和重 120,000 51,409 51,409 0 0 0 68,591 先進地調査（11 月）

　　山口　　守 120,000 93,009 40,328 39,800 0 12,881 26,991
研修会参加（8・9・10・11・12 月）

先進地調査（11 月）

図書購入
合　計 1,560,000 1,214,380 693,746 499,448 0 21,186 354,483
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一
般
質
問

一
般
質
問

一般質問

まちづく
りをどう

する

※登壇順（質問順）に掲載しています。
質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

関灘　真澄 8

 ①中山町政の 2 期目を問う

 ②自動車運転免許証自主返納後の「特定小型原動機付自転車」購入に助成を

 ③聴覚障がいや発話が困難な方へ「遠隔手話通訳派遣システム」再導入の検討は

木村　圭二 8

　①中山町長 2 期目の所信を問う　②約 53 億円の財政調整基金を取り崩して物価高騰対策を求める

　③当町も合理的配慮の取り組みを　  ④都市計画区域の線引き廃止を問う

　⑤稲美中央公園に防災公園の機能を　  ⑥任意団体である PTA と学校の関係を問う

山田　立美 9
 ①町内空き家の利活用策を問う

 ②稲美町交通安全教室の拡充について

山口　　守 9

 ①介護予防や介護サービスの充実を

 ②特別な配慮を必要とする方の避難所は

 ③冷感ポンチョで熱中症対策を

松村　芳樹 10

 ①医療的ケア児への支援体制と整備状況は

 ②農産物の盗難事象についての対策は

 ③改定された上・下水道事業経営戦略について問う

小笠　竜広 10
 ①防災に強い町稲美町への提案

 ②加古大池を今より防犯面も含め活性化させるべきでは

池田　博美 11

 ①町の将来人口ビジョンを　  ②自治会未加入者に応分の負担を

 ③地域のにぎわいイベントに補助を

　④粗大ごみの収集回数増を

樋口　瑞佳 11

 ①「こどもの権利条例」制定に向けて　  ②成年後見支援である「権利擁護支援センター（仮称）の設立」に向けて

　③熱中症対策のため小中学校に冷凍庫の設置を　④「シニア食堂」について

 ⑤文化会館コスモホール北側入り口にも手すりの設置を

大山　和明 12

 ①自転車の交通違反に青切符交付制度が始まる

 ②防災行政無線で地域の火災情報や気象警報、行政情報の伝達を

 ③ため池のまち「稲美のため池群」を観光のテーマに

長谷川　和重 12

 ①観光振興と地域活性化「人口減少時代における地域活力の創出」について

 ②北東部土地利用構想に基づく「将来を見据えた土地利用」について　  ③市街化調整区域の土地利用「人口減少時代の土地政策」について

 ④不適切土地利用への予防型対策「住環境と安全安心を守る行政」について

大路　　恒 13
 ①相談支援センターいなみの指定取り消しにあたって

　②公文書に西暦の併記を求める

小山　裕美 13

 ①親亡き後に備えた実家の整理や相続支援を

 ②安心して暮らせる地域づくりと防犯対策

 ③高校無償化による進学環境の変化は

のある質問事項を掲載しています。



2026年７月25日発行 No.181 8

一
般
質
問

一
般
質
問

　

こ
の
５
月
の
改
選
は
、

町
長
の
１
期
目
を
評
価
さ

れ
て
の
無
投
票
と
受
け
止

め
て
い
る
。
さ
ら
に
決
断

力
で
町
の
発
展
の
た
め
若

い
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
期
待
を
す
る
が
。

町
長　

更
に
地
域
に
出
向

き
対
話
を
し
、
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
等
で
思
い
を
伝
え
る
。

稲
美
町
の
未
来
を
築
く
４

つ
の
柱
を
基
本
に
継
続
し
、

全
て
の
皆
様
に
感
謝
を
忘

れ
ず
前
進
し
て
い
く
。

「
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
」
購
入
時
に
助
成
を

　

自
動
車
運
転
免
許
証
自

主
返
納
後
の
移
動
手
段
と

し
て
、
利
便
性
が
高
い
特

定
原
付
購
入
の
補
助
を
。

経
済
環
境
部
長　

交
通
ル

ー
ル
の
周
知
や
理
解
促
進

等
が
課
題
。
他
自
治
体
の

動
向
を
注
視
・
研
究
す
る
。

遠
隔
手
話
通
訳
派
遣
シ
ス

テ
ム
事
業
の
再
導
入
を

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

活
用
し
た
、
聴
覚
障
が
い

者
の
意
思
疎
通
支
援
体
制

の
強
化
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　

３
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
実
施
し

た
が
利
用
実
績
が
な
か
っ

た
。
引
き
続
き
近
隣
市
町

の
導
入
状
況
を
注
視
す
る
。 　

天
満
小
学
校
校
庭
に
設

置
し
て
い
た
、
木
製
の
テ

ー
ブ
ル
ベ
ン
チ
を
撤
去
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
新
し
い

テ
ー
ブ
ル
ベ
ン
チ
の
寄
附

を
受
け
た
。
価
格
は
４
０　

７
万
円
だ
。
寄き

附ふ

採さ
い

納の
う

取と
り

扱あ
つ
か
い
よ
う
こ
う

要
綱
と
の
関
係
を
問
う
。

教
育
政
策
部
長　

要
綱
の

「
教
育
を
行
う
た
め
に
必

要
な
最
低
限
の
設
備
・
備

品
」
に
該
当
し
な
い
と
学

校
長
が
確
認
し
て
い
る
。

卒
業
式
で
の
記
念
品
贈
呈

は
や
め
る
べ
き
で
は

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
加
入
だ
。

学
校
教
育
活
動
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
区
分
し
、
誤
解
や

不
公
平
感
を
生
じ
さ
せ
な

い
運
営
が
必
要
だ
。

教
育
政
策
部
長　

寄
附
を

受
け
る
場
合
の
卒
業
式
の

取
り
扱
い
は
、
校
園
長
会

で
協
議
し
た
い
。

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
の
線
引
き
廃
止
を

　

加
西
市
は
線
引
き
を
廃

止
し
て
規
制
緩
和
を
進
め

た
。
当
町
で
も
検
討
を
。

都
市
計
画
担
当
部
長　

現

在
、
市
街
化
調
整
区
域
の

土
地
利
用
の
見
直
し
を
行

い
、
規
制
緩
和
を
進
め
て

い
る
。

　

加
西
市
の
事
例
は
研
究

し
た
い
。

中山町政の２期目を問う

教
育
政
策
部
長

公
費
購
入
の
備
品
で
は
な
い
と
考
え
る

関
せき

 灘
なだ

　真
ま

 澄
すみ

木き 

村む
ら　

圭け
い 

二じ

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
４
０
７
万
円
の
寄
附

特定小型原動機付自転車の保安基準項目
（「特定小型原動機付自転車　安全利用

ハンドブック」から抜粋）

PTA から寄附を受けた
テーブルベンチ（天満小学校）

町　 長 感謝を忘れず前進する
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交
通
安
全
教
室
で
現
在

使
っ
て
い
る
模
擬
信
号
機

は
、
路
面
に
電
源
コ
ー
ド

や
接
続
コ
ー
ド
を
は
わ
せ

て
電
球
を
点
灯
さ
せ
る
方

式
で
、
児
童
が
足
を
引
っ

掛
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
歩

行
者
用
信
号
機
付
き
の
充

電
式
デ
ジ
タ
ル
信
号
機
に

更
新
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　

現
在
使

用
し
て
い
る
模
擬
信
号
機

は
、
平
成
25
年
度
に
購
入

し
、
14
年
目
を
迎
え
機
能

面
で
も
十
分
で
な
い
こ
と

か
ら
、
適
切
な
時
期
に
更

新
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

稲
美
町
の
空
き
家
状
況
は

　

町
内
の
市
街
化
区
域
と

市
街
化
調
整
区
域
で
、
空

き
家
の
発
生
状
況
に
特
徴

的
な
違
い
は
あ
る
の
か
。

都
市
計
画
担
当
部
長　

区

域
に
よ
る
違
い
の
有
無
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　

本
年
度
の
第
３
期
対
策

計
画
策
定
に
合
わ
せ
て
、

全
自
治
会
へ
の
実
態
調
査

と
住
民
票
情
報
や
水
道
の

使
用
量
な
ど
の
追
加
調
査

を
行
い
、
空
き
家
の
件
数

把
握
等
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
の
視

点
か
ら
空
き
家
状
況
も
整

理
す
る
。

　

町
長
が
公
約
に
掲
げ
た

「
介
護
予
防
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
し
っ
か
り
受
け
ら

れ
る
町
」
の
具
体
策
は
。

町
長　

介
護
予
防
事
業
フ

レ
ー
ム
の
再
検
討
や
事
業

者
へ
の
支
援
の
方
法
な
ど

も
サ
ー
ビ
ス
圏
域
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

　

県
の
「
介
護
現
場
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

事
業
」
は
随
伴
事
業
と
な

っ
て
い
る
。導
入
予
定
は
。

健
康
福
祉
部
長　

他
市
町

の
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

母
子
避
難
所
の
開
設
を

　

能
登
半
島
地
震
の
際
、

輪
島
市
で
は
２
カ
所
の
母

子
避
難
所
を
開
設
し
た
。

当
町
で
も
母
子
避
難
所
を

検
討
し
て
み
て
は
。

経
済
環
境
部
長　

妊
産
婦

や
乳
幼
児
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
の
確
保
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
他

市
町
の
取
り
組
み
等
を
注

視
し
、
研
究
し
て
い
く
。

登
下
校
中
の
熱
中
症
対
策

　

冷
感
ポ
ン
チ
ョ
と
呼
ば

れ
る
暑
熱
対
策
用
品
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
試
験
導

入
し
て
み
て
は
。

教
育
政
策
部
長　

効
果
的

な
熱
中
症
対
策
を
研
究
し

て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

介護予防や介護サービスの充実を

経
済
環
境
部
長

交
通
安
全
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む

山
やま

 口
ぐち

　守
まもる

山や
ま 

田だ　

立た
つ 

美み

稲
美
町
交
通
安
全
教
室
の
拡
充
は

模擬信号機を使って歩行訓練

いきいき広場（国岡）

町　 長 高齢者が安心できる町をつくる



2026年７月25日発行 No.181 10

一
般
質
問

一
般
質
問

健
康
福
祉
部
長

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
む

小
お

笠
がさ

　竜
たつ

広
ひろ

松ま
つ 

村む
ら　

芳よ
し 

樹き

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
今
後
の
取
組
は

町内で発生している農産物の窃盗

　

医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的

に
必
要
な
児
童
を
支
援
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

関
連
部
署
と
の
体
制
整
備

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長　

保
健
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の

各
分
野
の
関
係
機
関
で
構

成
さ
れ
る
協
議
の
場
を
設

置
し
、
現
状
把
握
、
分
析
、

連
絡
調
整
等
を
行
う
。

農
産
物
の
盗
難
に
対
策
は

　

「
稲
美
町
不
法
投
棄
監

視
カ
メ
ラ
貸
出
し
に
関
す

る
要
綱
」
に
犯
罪
抑
止
全

般
の
視
点
を
明
記
し
、
拡

充
で
き
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長　

個
人
財

産
の
監
視
は
、
カ
メ
ラ
貸

出
し
の
対
象
外
。
盗
難
対

策
は
自
衛
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
が
、
貴
重
な

意
見
と
し
て
受
け
止
め
る
。

上
下
水
道
事
業
経
営
戦
略

の
人
員
体
制
を
問
う

　

現
在
、
課
長
、
係
長
、

担
当
が
上
下
水
道
の
業
務

を
兼
務
し
て
い
る
が
、
専

門
職
を
確
保
し
て
い
く
組

織
体
制
が
必
要
で
は
な
い

か
。

経
営
政
策
部
長　

今
後
も
、

業
務
量
の
推
移
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
計
画
的
な
技

術
職
員
の
確
保
・
人
材
育

成
に
取
り
組
む
。

　

稲
美
町
は
こ
れ
ま
で「
災

害
が
少
な
い
町
」
と
し
て

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
き
た
が
、「
災

害
に
強
い
町
」
へ
の
転
換

が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ

の
具
体
策
と
し
て
、
稲
美

中
央
公
園
に
防
災
機
能
を

持
た
せ
る
べ
き
と
考
え
、

防
災
用
コ
ン
テ
ナ
ト
イ
レ

の
設
置
を
求
め
る
。

経
済
環
境
部
長　

防
災
ト

イ
レ
な
ど
の
避
難
所
附
帯

機
能
や
配
置
備
品
の
設
置

は
、
今
後
、
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
段
階
で
都
市

計
画
課
と
協
議
・
検
討
す

る
。

稲美町を災害に強い町に

防災コンテナトイレ
（沖縄県糸満市 糸満道の駅）

加
古
大
池
の
活
性
化
を

　

稲
美
町
が
主
体
と
な
っ

て
、
加
古
大
池
周
辺
に
桜

を
植
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

設
備
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

防
犯
面
も
含
め
今
よ
り
活

性
化
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　

桜
の
植

栽
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備

の
導
入
は
、
夜
間
に
お
け

る
利
活
用
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
と
な
り
、
転
落

等
の
不
慮
の
事
故
の
原
因

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
考

え
る
。

　

夜
間
の
積
極
的
な
活
用

は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

経済環境部長 関係部署と協議・検討する
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町
人
口
は
平
成
15
年
の

３
万
２
千
６
９
６
人
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

人
口
が
減
る
と
、
地
域
の

活
力
が
弱
ま
り
、
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
維
持
が
困
難

に
な
る
。
出
生
・
転
入
増

の
施
策
に
更
に
取
り
組
み
、

活
力
あ
る
稲
美
町
を
。

町
長　

７
年
度
実
施
の
国

勢
調
査
で
は
２
万
９
千
３

８
７
人
で
、
前
回
か
ら
８

８
１
人
減
少
し
て
い
る
。

日
本
全
体
が
人
口
減
少
社

会
と
な
る
中
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
講
じ
て
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

自
治
会
未
加
入
世
帯
に
応

分
の
負
担
を

　

ご
み
出
し
、
溝
掃
除
な

ど
自
治
会
加
入
世
帯
と
未

加
入
世
帯
の
不
公
平
を
解

消
す
る
た
め
、
未
加
入
世

帯
に
応
分
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

経
営
政
策
部
長　

自
治
会

は
任
意
の
団
体
の
た
め
、

未
加
入
者
に
一
定
の
負
担

を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
引
き
続
き
自
治
会

加
入
の
啓
発
を
行
う
。

盆
お
ど
り
な
ど
に
補
助
を

経
済
環
境
部
長　

町
全
体

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢

献
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
補

助
対
象
に
な
る
。

　

一
般
質
問
で
こ
ど
も
の

権
利
条
例
を
取
り
上
げ
て

き
た
が
、
こ
の
２
年
を
振

り
返
る
と
、
当
局
は
、
教

育
・
子
育
て
の
場
面
で「
こ

ど
も
の
権
利
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
公

約
に
「
こ
ど
も
の
権
利
条

例
の
制
定
」
を
入
れ
た
町

長
の
想
い
は
。

町
長　

当
町
は
全
国
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
て
、
多
く
の
皆
様

の
協
力
も
あ
り
、
取
り
組

み
が
先
行
し
て
い
る
。
こ

の
方
針
を
大
切
に
し
て
い

く
た
め
、町
と
し
て
の「
こ

ど
も
の
権
利
条
例
」
が
必

要
と
考
え
、
公
約
と
し
た
。

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
設
立
を

　

設
立
へ
の
動
き
は
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
想

定
さ
れ
る
事
務
や
体
制
等

を
検
討
し
て
い
る
。

文
化
会
館
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

北
側
入
り
口
に
も
手
す
り

設
置
を

　

南
側
入
り
口
へ
の
手
す

り
設
置
は
、
大
変
好
評
で

あ
る
。
北
側
へ
の
設
置
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　

今

後
、
施
設
や
通
路
の
改
修

工
事
な
ど
を
実
施
す
る
機

会
を
と
ら
え
、
検
討
す
る
。

町の将来人口ビジョンは

町
　 

長

稲
美
町
に
必
要
で
あ
り
公
約
と
し
た

池
いけ

 田
だ

　博
ひろ

 美
み

樋ひ 

口ぐ
ち　

瑞み
ず 

佳か

こ
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
へ
の
想
い
は

自治会挙げての盆踊り大会 
地域のにぎわいにも補助を

（岡西自治会）

こどもには「生きる権利」「育つ権利」
「守られる権利」「参加する権利」があります

町　 長 人口減少に歯止めをかける

一
般
質
問

一
般
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

　

近
年
の
災
害
は
多
様
化

し
て
い
る
。
当
町
で
は
、

日
中
は
田
ん
ぼ
で
働
く
高

齢
者
も
多
い
。
火
災
や
防

犯
・
防
災
気
象
情
報
・
行

政
情
報
等
を
防
災
行
政
無

線
で
放
送
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　

当
町
の

防
災
行
政
無
線
は
、
大
規

模
災
害
に
備
え
た
緊
急
情

報
の
伝
達
を
主
な
目
的
と

し
て
整
備
し
て
い
る
。
住

民
へ
の
情
報
伝
達
は
、
広

報
手
段
も
含
め
て
効
果
的

な
方
法
の
研
究
を
続
け
る
。

自
転
車
交
通
違
反
に
罰
則

　

青
切
符
制
度
が
始
ま
っ

た
が
罰
則
で
の
規
制
よ
り
、

住
民
が
自
転
車
を
町
内
で

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
環
境
や
道
路
の
整
備
が

行
政
の
責
務
で
は
な
い
か
。

地
域
整
備
部
長　

自
転
車

レ
ー
ン
は
既
設
道
路
で
の

幅
員
確
保
が
困
難
で
、
車

両
通
行
に
影
響
が
及
ぶ
た

め
、
当
町
に
な
じ
ま
な
い
。

「
稲
美
の
た
め
池
群
」
を

テ
ー
マ
に
稲
美
町
ら
し
い

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
を

経
済
環
境
部
長　

い
な
み

野
た
め
池
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

運
営
協
議
会
が
主
催
す
る

東
播
磨
管
内
の
た
め
池
を

め
ぐ
る
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

と
周
知
に
努
め
る
。

　

観
光
を
専
門
的
に
推
進

す
る
体
制
を
整
備
し
、
地

域
の
活
性
化
を
。

経
済
環
境
部
長　

ま
ち
の

活
性
化
を
図
る
商
工
会
や

団
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の

補
助
制
度
を
継
続
す
る
。

今
年
度
は
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
動
画
を
製
作
し
、

町
の
魅
力
発
信
に
努
め
る
。

担
当
係
名
は
、
７
年
度
か

ら
「
商
工
観
光
係
」
に
変

更
し
、
担
当
部
署
を
明
確

化
し
た
た
め
、
専
門
部
署

の
設
置
予
定
は
な
い
が
、

体
制
充
実
に
努
め
る
。

北
東
部
土
地
利
用
構
想
の

進
展
は

都
市
計
画
担
当
部
長　

幹

線
道
路
や
排
水
施
設
の
概

略
設
計
で
状
況
を
確
認
し

た
。
秋
に
は
地
権
者
等
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

区
域
区
分
の
廃
止
は

都
市
計
画
担
当
部
長　

近

隣
状
況
や
土
地
利
用
状
況

か
ら
、
県
と
の
協
議
で
時

期
尚
早
の
結
論
に
至
っ
た
。

不
適
切
な
土
地
利
用
に
町

独
自
の
予
防
対
策
を

経
済
環
境
部
長　

法
改
正

に
よ
り
、
土
地
利
用
等
の

規
制
が
進
む
と
考
え
ら
れ

る
。
法
規
制
の
効
果
を
注

視
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

防災行政無線で地域情報の伝達を
経済環境部長 引き続き効果的な方法を検討する

大
おお

 山
やま

　和
かず

 明
あき

防災行政無線の拡声器
（加古大池利活用施設にて）

新たな法規制が待ち望まれる土地利用問題

長は 

谷せ 

川が
わ　

和か
ず 

重し
げ

経
済
環
境
部
長

体
制
の
充
実
に
努
め
る

観
光
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
を
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実
家
の
整
理
や
処
分
、

相
続
な
ど
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
相
談
が
あ
る
か
。

都
市
計
画
担
当
部
長　

空

き
家
の
再
建
築
や
利
活
用
、

農
地
の
相
談
、
家
具
や
家

財
な
ど
の
処
分
に
つ
い
て

の
相
談
が
あ
る
。

　

空
き
家
の
発
生
防
止
に

向
け
、
親
が
元
気
な
う
ち

か
ら
実
家
じ
ま
い
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し

て
い
る
か
。

都
市
計
画
担
当
部
長　
「
空

き
家
の
手
引
き
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
町
広
報
で
不

動
産
無
料
相
談
情
報
の
紹

介
を
し
て
い
る
。

実家じまいや空き家対策の支援は
都市計画担当部長 パンフレット配布などをしている

小
こ

 山
やま

　裕
ゆう

 美
み

大お
お 

路じ　

恒ひ
さ
し

親が元気なうちから考える
安心の実家じまい

障害福祉サービスの利用者が
安心して相談できる体制づくりを

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
い
な

み
の
指
定
取
り
消
し
に
あ

た
っ
て

　

町
は
、
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
い
な
み
の
指
定
取
り

消
し
の
処
分
を
行
っ
た
。

処
分
に
至
る
ま
で
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
っ
た
か
。

健
康
福
祉
部
長　

相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
い
な
み
に
限

ら
ず
、
他
の
相
談
支
援
事

業
所
に
対
し
て
も
国
の
基

準
に
照
ら
し
、
指
導
、
助

言
及
び
必
要
な
確
認
を
行

っ
て
い
る
。

　

利
用
人
数
は
。

健
康
福
祉
部
長　

町
内
の

利
用
人
数
は
69
人
。

　

組
織
体
制
は
。

健
康
福
祉
部
長　
「
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
」
１
人
、

「
相
談
支
援
専
門
員
」
１

人
、「
事
務
職
員
」
若
干　

名
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

指
定
取
り
消
し
処
分
後

の
利
用
者
の
行
く
先
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

町
内
の

他
の
相
談
支
援
事
業
所
へ

引
き
継
ぐ
調
整
を
進
め
、

見
通
し
は
立
っ
て
い
る
。

　

処
分
に
関
す
る
町
へ
の

給
付
費
返
還
額
は
、加
算

額
を
含
め
て
い
く
ら
か
。

健
康
福
祉
部
長　

町
へ
の

返
還
額
は
、
加
算
額
を
含

め
て
約
２
１
０
０
万
円
。

自
主
防
犯
対
策
へ
の
支
援

　

各
家
庭
に
防
犯
設
備
の

設
置
費
を
補
助
す
る
自
治

体
も
あ
る
が
、当
町
で
は
。

経
済
環
境
部
長　

近
隣
市

町
の
状
況
を
注
視
し
た
い
。

高
校
無
償
化
制
度
始
ま
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

の
導
入
な
ど
、
高
校
入
試

制
度
も
変
化
し
て
い
る
。

生
徒
や
保
護
者
が
安
心
し

て
進
路
を
選
択
で
き
る
よ

う
な
進
路
指
導
を
求
め
る
。

教
育
長　

オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
や
説
明
会
で
、
的
確

な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
、
工
夫
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

（注）実家じまい　
　親の家の片づけや相続、今後の
活用や処分を考えること

健
康
福
祉
部
長

69
人
の
支
援
先
の
め
ど
は
立
っ
て
い
る

指
定
取
消
事
業
所
利
用
者
の
行
く
先
は

（
注
）
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小
学
校
の
給
食
費

小
学
校
の
給
食
費

　
　
完
全
無
償
化
始
ま
る

　
　
完
全
無
償
化
始
ま
る

総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

松村　芳樹
関灘　真澄
山口　　守
山田　立美
木村　圭二
河田公利助
樋口　瑞佳

毎日の楽しい給食の時間を完全無償化で支援

第 6 次稲美町総合計画

　

食
材
価
格
の
高
騰
が
続

く
中
、
８
年
度
か
ら
小
学

校
給
食
は
、
国
・
県
の
交

付
金
の
活
用
と
町
の
支
援

で
、
完
全
無
償
化
を
実
施

し
て
い
る
。
中
学
校
の
給

食
費
は
据
え
置
き
で
、
町

の
支
援
を
継
続
す
る
こ
と

で
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
。

　

ま
た
、
町
立
小
学
校
で
、

非
喫
食
者
（
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
や
不
登
校
、
宗
教
上

の
理
由
等
で
給
食
を
食
べ

て
い
な
い
人
）
へ
の
支
援

金
を
検
討
し
て
い
る
。

　

非
喫
食
者
へ
の
支
援

金
の
給
付
方
法
は
。

　

近
隣
市
町
の
動
向
を

見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

　

地
産
地
消
を
掲
げ
て

い
る
が
、
地
元
産
の
食
材

は
、
輸
入
品
と
比
べ
て
割

高
に
な
る
の
で
は
。

　

価
格
は
非
常
に
重
要

だ
が
、
で
き
る
限
り
町
内

産
の
食
材
を
使
っ
て
い
く
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

の
実
施
状
況

　

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
に
、
緊
急
時
に

ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
近
隣

協
力
員
等
に
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
あ
ん

し
ん
ボ
タ
ン
」
を
貸
与
し

て
い
る
。
８
年
度
か
ら
、

見
守
り
セ
ン
サ
ー
使
用
料

を
公
費
負
担
し
、
孤
独
死

等
の
防
止
を
図
る
。

　

設
置
に
原
則
３
人
必

要
と
さ
れ
る
近
隣
協
力
員

の
確
保
が
困
難
と
聞
く
が
。

　

民
生
委
員
に
相
談
・

協
力
い
た
だ
き
、
少
な
く

と
も
１
人
以
上
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

総
合
計
画
等
策
定
事
業
の

進
み
具
合
を
調
査

　
「
第
６
次
稲
美
町
総
合

計
画
」
の
前
期
基
本
計
画

が
８
年
度
に
終
了
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
９
年
度
か

ら
５
カ
年
を
計
画
期
間
と

す
る
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
、「
と
も
に
つ
く
る

未
来
へ
つ
な
ぐ
稲
美
町
」

を
実
現
す
る
。

　

防
犯
対
策
の
項
で
、

街
灯
に
関
す
る
記
載
が
必

要
で
は
。

　

担
当
課
と
協
議
す
る
。

　

町
営
住
宅
の
適
正
な

管
理
に
加
え
、
新
た
な
利

用
方
法
の
検
討
に
関
す
る

記
述
も
盛
り
込
ん
で
は
。

　

最
上
位
計
画
の
た
め
、

柔
軟
に
動
け
る
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。
検
討
す
る

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

不
登
校
児
童
生
徒
支
援

事
業
な
ど
。

（
５
月
８
日
・
12
日
開
催
）
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公共下水道に統合される農業集落排水（野寺クリーンセンター）

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

生活産業建設
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

小笠　竜広
藤田　義光
池田　博美
小山　裕美
長谷川和重
大山　和明
大路　　恒

サービス維持のため料金改定へ

上下水道経営戦略を改定上下水道経営戦略を改定
　

上
下
水
道
の
中
長
期
的

な
基
本
計
画
で
あ
る
経
営

戦
略
は
、
計
画
期
間
を
３

年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
に
よ
る
有
収
水

量
と
収
入
の
減
少
、
老
朽

施
設
更
新
事
業
費
確
保
の

た
め
に
実
施
し
た
７
年
４

月
か
ら
の
水
道
料
金
改
定
、

農
業
集
落
排
水
区
域
の
公

共
下
水
道
統
合
な
ど
、
事

業
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
変

化
に
合
わ
せ
る
た
め
、
７

年
度
に
中
間
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
計
画
期
間

を
8
年
度
か
ら
10
年
度
ま

で
と
す
る
改
定
を
行
っ
た
。

　

７
年
４
月
に
水
道
料

金
は
改
定
さ
れ
た
が
、
さ

ら
に
値
上
げ
さ
れ
る
の
か
。

　

13
年
度
に
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
料
金
改

定
の
必
要
性
が
あ
る
。

健
康
づ
く
り
施
設
の
経
営

状
況

　

健
康
づ
く
り
施
設
は
、

指
定
管
理
者
に
運
営
を
委

託
し
て
お
り
、
９
年
４
月

か
ら
の
運
営
を
行
う
指
定

管
理
者
募
集
を
、
８
年
９

月
に
実
施
予
定
。

　

現
在
、
施
設
の
会
員
数

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
最
多
数

ま
で
に
は
回
復
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
昨
今
の
物
価

高
騰
、
光
熱
水
費
や
人
件

費
の
上
昇
な
ど
で
赤
字
経

営
が
続
き
、
現
指
定
管
理

者
か
ら
は
会
費
改
定
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
。

　

施
設
運
営
継
続
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
状
況
を
考
慮
し

た
利
用
料
金
改
定
を
、
指

定
管
理
者
募
集
ま
で
に
実

施
し
た
い
。

　

月
に
一
度
、
プ
ー
ル

の
無
料
開
放
日
を
設
定
す

る
な
ど
、
町
民
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
。

　

次
回
の
指
定
管
理
者

の
募
集
時
に
、
町
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
実
施
を
盛
り
込

む
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

不
法
投
棄
の
現
状

　

看
板
設
置
や
監
視
カ
メ

ラ
貸
し
出
し
で
、
不
法
投

棄
件
数
は
年
々
減
少
し
て

い
る
。
今
後
も
管
理
さ
れ

て
い
な
い
土
地
の
所
有
者

や
管
理
者
へ
の
適
正
な
管

理
依
頼
を
続
け
る
。

　

監
視
カ
メ
ラ
を
利
用

し
て
、
投
棄
者
の
追
跡
調

査
は
で
き
な
い
の
か
。

　

悪
質
な
不
法
投
棄
が

発
生
し
た
場
合
は
、
加
古

川
警
察
署
に
捜
査
を
お
願

い
し
て
い
る
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

８
年
度
の
主
要
事
業
計

画
な
ど
。（５

月
14
日
開
催
）
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会
員
は
17
人
で
す
。

　

毎
月
第
１
土
曜
日
、
第

２
水
曜
日
、
第
４
金
曜
日

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
は
、
な
ん

な
ん
広
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
要
請
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
、
ゆ
る
り

家
、
お
で
か
け
広
場
、
こ

こ
ち
ご
は
ん
、
い
ろ
と
り

ど
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
に
カ
レ
ー
を
中
心
に
、

食
材
に
応
じ
て
調
理
し
た

食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
い
と
こ
ろ
で
は
１
５
０

食
を
調
理
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
人

に
安
全
な
食
材
を
使
っ
た

食
事
を
届
け
た
い
で
す
。

以
前
は
届
け
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

高
齢
者
が
多
い
の
で
、
健

康
に
気
を
付
け
て
長
く
活

動
を
続
け
た
い
で
す
。

　

車
い
す
、
シ
ル
バ
ー
カ

ー
、
自
転
車
な
ど
が
安
心

し
て
通
れ
る
道
路
の
整
備

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
歩

道
の
段
差
や
街
路
樹
の
根

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
直
し
て
ほ
し
い
で

す
。
自
転
車
が
通
れ
る
歩

道
は
青
い
ラ
イ
ン
を
引
く

な
ど
の
表
示
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

三
四
軒
屋
・
六
軒
屋
池

の
前
の
道
路
が
、
東
播
磨

道
を
利
用
す
る
車
が
多
く

な
り
危
な
い
で
す
。
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

多
く
の
会
員
が
読
ん
で

い
ま
す
。
読
む
と
町
の
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
に
は
、
い
ろ

ん
な
行
事
に
出
て
こ
ら
れ

て
何
で
も
話
せ
る
存
在
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

第
181号

令
和

8年
7月

25日
発

行
発

　
行

／
兵

庫
県

加
古

郡
稲

美
町

議
会

編
　

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

675-1115  兵
庫

県
加

古
郡

稲
美

町
国

岡
1-1
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 079-492-9147（

直
通

）
Ｆ

Ａ
Ｘ

 079-492-7979

あなたの声を議会だよりに
☎079-492-9147（直通）　FAX 079-492-7979
電子メール gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

　

昨
今
の
経
済
状
況
を
考
え
る
と
、

や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

町
道
の
街
路
樹
（
植
え
込
み
）
や
路

肩
の
雑
草
に
つ
い
て
一
言
い
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
車
道
や
歩
道
に
張

り
出
し
た
り
、
見
通
し
を
悪
化
さ
せ
、

人
と
車
の
双
方
が
ル
ー
ル
に
反
す
る

行
動
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
出

く
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
観
等

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
適
切
な
維

持
管
理
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
不
要

で
は
な
い
で
す
か
？
町
に
は
も
と
よ

り
自
然
が
溢あ
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
梅
雨
も
明
け
本
格
的
な

夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
暑
い
日
が
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
議
会
広

報
常
任
委
員
会
は
暮
ら
し

に
関
す
る
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

（
藤
田　
義
光
）

人工自然を考える

小
こ

山
やま

 和
かず

幸
ゆき

さん

（和田）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
木
村　
圭
二

　
副
委
員
長　
藤
田　
義
光

　
委　
員　
　
小
笠　
竜
広

　
委　
員　
　
山
口　
　
守

　
委　
員　
　
松
村　
芳
樹

　
委　
員　
　
大
路　
　
恒

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
144

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き
の
と
う
」を
訪
ね
て

メ
ン
バ
ー
と
活
動
日
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て

望
む
こ
と
は
何
で
す
か

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

議会ホームページ

「ふきのとう」の皆さん

調理中の様子


